
2 0 2 6 年 8 月 5 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

第 278 回「地域の会」定例会資料 〔前回定例会以降の動き〕 
 
【不適合関係】 

・7月 9日 核物質防護に関する不適合情報                  〔P.2〕 

 

・7 月 9 日 7 号機タービン建屋（非管理区域）における海水の漏えいについて（区分：Ⅲ） 

〔P.6〕 

 

・7 月 10 日 2 号機原子炉建屋（非管理区域）におけるけが人の発生について（区分：Ⅲ）   

〔P.8〕 

 

・7 月 14 日 屋外敷地境界付近におけるけが人の発生について（区分：Ⅲ）    〔P.9〕 

 

・7 月 14 日 屋外中央交差点付近洞道内におけるけが人の発生について（区分：Ⅲ） 〔P.10〕 

 

・7 月 17 日 原子炉建屋（管理区域）における体調不良者の発生について（区分：Ⅲ） 〔P.11〕 

 

【発電所に係る情報】 

・7月 3日 小型無人機等飛行禁止法改正による 

当社原子力発電所の対象施設周辺区域の拡大について　      〔P.12〕 

 

・7 月 9 日 「立入制限区域の見直し」の工程について            〔P.14〕 

 

・7 月 15 日 柏崎刈羽原子力発電所 6、7号機の「設計及び工事計画認可」の申請について 

            〔P.15〕 

 

・7 月 22 日 原子力規制員会と当社経営層による意見交換の実施について    〔P.16〕 

 

・7 月 28 日 2026 年度使用済燃料の輸送計画の変更について          〔P.17〕 

 

【その他】 

・7 月 24 日 新潟市・燕市における「東京電力コミュニケーションブース」の開催について                        

〔P.18〕 

 

・8 月 5 日 柏崎刈羽原子力発電所に関するコミュニケーション活動等の取り組み 〔P.19〕 

 

【福島第一原子力発電所に関する主な情報】 

・7月 2日 福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの進捗状況 

7 月 30 日                                                 〔別紙〕 

 
＜参考＞ 
 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分:Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 
区分:Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 
区分:Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 
その他   上記以外の不適合事象 
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（お知らせ） 

新潟市・燕市における「東京電力コミュニケーションブース」の開催について 

2026年 7月 24日 

東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 

 

当社は、柏崎刈羽原子力発電所（以下「発電所」）において、福島第一原子力発電所の事故

の反省と教訓を踏まえて様々な安全対策を講じるとともに、事故への対応力強化のために 

各種訓練を繰り返し実施するなど、ハード・ソフトの両面から発電所の安全性向上に取り  

組んでおります。 

また、地域の皆さまと直接お会いしてご意見を拝聴するとともに、発電所における安全性

向上の取り組み状況について一人でも多くの方々に説明し、皆さまのご不安やご質問にお答

えすることを目的として、新潟県内の各所にてコミュニケーション活動を実施しております。 

このたび、以下のとおり新潟市・燕市において「東京電力コミュニケーションブース」を

開催いたします。また、燕市のコミュニケーションブースでは、発電所構内をご見学いただ

けるバスツアーも併せて開催いたします。 

詳細については、当社ホームページに開催会場ごとに「東京電力コミュニケーションブー

ス」のご案内チラシを随時掲載してまいりますのでご覧ください。 

＜新潟市＞ 

・日時：2026年 8月 22日(土)・23日(日) 

・時間：10時 00分～16時 00分 

・会場：DEKKY401 地階グランドフロア (新潟市中央区上近江 4丁目 12番地 20号) 

＜燕市＞ 

・日時：2026年 9月 5日(土)・6日(日) 

・時間：10時 00分～16時 00分 

・会場：イオン県央店  コムサ・イズム前 特設会場（燕市井土巻 3-65） 

※発電所見学バスツアーの開催あり 

 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 渉外・広報部 報道グループ  025-283-7461（代表） 
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2026年8月5日

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所

柏崎刈羽原子力発電所に関する
コミュニケーション活動等の取り組み

発電所員含む社員約150名が参加し、うち40
名は揃いの浴衣を着て参加しました。

●地元のイベントに参加し、地域の方々とコミュニケーションを深めております。
●7月24日～7月26日に行われた「ぎおん柏崎まつり」において、昨年に続き 「民謡街頭流し」
および「たる仁和賀」に、社員が参加いたしました。 「海の大花火大会」では、当社と社員
有志の合同で花火の打ち上げを行い、翌朝は海岸清掃を行いました。
●また、8月15日の「刈羽村ふるさとまつり」にも、盆踊りに社員が参加するほか、花火大会には
当社と社員有志の合同で打ち上げを予定しています。

地域の方より強く復活を要望する声を頂戴し、
16年前まで打ち上げていた花火「超ベスビアス
ワイドスターマイン・プラネットパラシュートダンス」
を、当社と社員有志の合同で打ち上げました。

翌朝は、花火打ち上げ場所周辺の海岸清
掃に、当社社員と発電所で働く皆さんの
約160名が参加しました。

今後も地域のみなさまと一緒になって地域を盛り上げ、
「地域を愛し、地域に愛される発電所」を目指してまいります。

所員が各々の住む地域や担ぎ手を募集して
いた地域に参加しました。

※ 差替予定
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廃炉・汚染水・処理水対策の概要 ２０２６年７月２日
廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合/事務局会議

1/9

「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ

使用済燃料プールからの燃料取り出しは、2014年12月22日に4号機が完了し、2021年2月28日に３号機が完了しました。
2026年6月2日より２号機の燃料取り出しを進めています。
2号機燃料デブリの試験的取り出しは、2024年9月10日より着手し、中長期ロードマップにおけるマイルストーンのうち「初号機
の燃料デブリ取り出しの開始」を達成しました。
引き続き、１号機の燃料取り出し、１、３号機燃料デブリ(注１)取り出しの開始に向け順次作業を進めています。

１～６号機 燃料取り出し完了 2031年内

１号機 燃料取り出し開始 2027年度～2028年度

• 建屋滞留水（汚染水）は、まず、セシウム吸着装置（SARRY・KURION）により、セシウムと
ストロンチウムを低減します。その後、多核種除去設備（ALPS）での処理を行い、溶接型タンク
で保管しています。

• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位を低位で安定
的に管理しています。また、建屋屋根の損傷部の補修や構内のフェーシング等により、汚染水発
生量は抑制傾向で、対策前の約540m3/日（2014年5月）から約60m3/日（2025年度。
平均的な降雨(約1,470mm)だったと仮定しても約70m3/日）まで低減し、2025年度は、
「2028年度までに平均的な降雨に対して汚染水発生量を50～70m3/日程度に抑制する」とし
た目標を3年前倒しで達成したことを確認しました。

• 建屋周辺のフェーシングや建屋外壁局所止水等の汚染水発生量抑制対策を継続し、建屋流
入量と2.5m盤からの建屋移送量の更なる抑制に努めていきます。

シナリオ・技術の検討 設備の設計・製作 解体等
原子炉施設の

解体等

汚染水対策 ～３つの取組～

（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進に関する取組
①汚染源を「取り除く」 ②汚染源に水を「近づけない」 ③汚染水を「漏らさない」

（２）滞留水処理の完了に向けた取組

• 建屋滞留水水位を計画的に低下させるため、滞留水移送装置を追設する工事を進めていきます。
• 2020年に1～3号機原子炉建屋、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋を除く建屋内滞留水処理
が完了しました。

• ダストの影響確認を行いながら、滞留水の水位低下を図り、2023年3月に各建屋における目標
水位に到達し、1～3号機原子炉建屋について、「2022～2024年度に、原子炉建屋滞留水を
2020年末の半分程度に低減」を達成しました。

• プロセス主建屋、高温焼却炉建屋の地下階に、震災直後の汚染水対策の一環として設置したゼ
オライト土嚢等について、線量低減策および安定化に向けた取組を進めています。

（３）汚染水対策の安定的な運用に向けた取組

原子炉格納容器内の状況把握/
燃料デブリ取り出し方法の検討 等

燃料デブリ
取り出し

燃料デブリの
保管/搬出

1、3号機

燃料デブリの
取り出し

(注1)事故により溶け落ちた燃料

多核種除去設備等処理水の処分について

ALPS処理水の海洋放出に当たっては、安全に関する基準等
を遵守し、人および周辺環境、農林水産品の安全を確保して
まいります。また、風評影響を最大限抑制するべく、強化したモ
ニタリングの実施、第三者による客観性・透明性の確保、IAEA
による安全性確認などに継続的に取り組むとともに、正確な情
報を透明性高く、発信していきます。

処理水対策

燃料
取り出し

燃料の
保管/搬出

がれき撤去 等
燃料取り出し
設備の設置

3、4号機

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

1号機

＜中長期ロードマップにおけるマイルストーン＞

ALPS処理水の海洋放出の流れ

2号機

2号機
測定・確認用設備（K4タンク）

ALPS

ALPS処理水移送ポンプ

流量計・流量調整弁

海水移送ポンプ

緊急遮断弁

海水配管ヘッダ

海水流量計

ALPS処理水等タンク

基準を満たしたALPS処理水

放水立坑（上流水槽・下流水槽）

揚水井

地下水位

原子炉建屋

水ガラス
地盤改良

浄化処理

溶接型タンク

屋根損傷部補修

海
側
遮
水
壁

地
下
水
ド
レ
ン

陸
側
遮
水
壁

地
下
水
バ
イ
パ
ス

サ
ブ
ド
レ
ン

滞留水

陸
側
遮
水
壁

敷地舗装

タービン建屋

セシウム除去
淡水化

メガフロート
着底

港
湾

赤字：（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進
青字：（２）滞留水処理の完了
緑字：（３）汚染水対策の安定的な運用

更なる
水位低下

開
渠
内

トレンチ

防潮堤

汲み上げ

汲み上げ 汲み上げ

汲み上げ

汲み上げ

サ
ブ
ド
レ
ン

• 津波対策として、建屋開口部の閉止対策を実施し、防潮堤設置工事が完了しました。引き続き、
2.5m盤に設置しているサブドレン他集水設備を33.5m盤に移転する工事を実施していきます。

• 豪雨対策として、土嚢設置による直接的な建屋への流入を抑制するとともに、排水路強化等を
計画的に実施していきます。
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2号機 PCV内部調査・試験的取り出し作業の状況Eエリア フランジ型タンク解体完了について

プール燃料取り出しの進捗について

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月安定的に推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく、総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）

取組の状況

2号機

注水

西
側
前
室

前室

遮へい体

陸
側
遮
水
壁

2016/3/31
凍結開始

1568/1568
凍結管設置 (本)

2015/11/9
凍結管設置完了

燃料取り出し用
カバー

取り出し完了燃料（体）

1535/1535
（2014/12/22燃料取り出し完了）

4号機

使用済燃料
プール(SFP)

オペレーティングフロア
（オペフロ）

392体

原子炉建屋(R/B) 1号機

原子炉
格納容器
(PCV)

原子炉
圧力容器
(RPV)

燃料デブリ

ペデスタル

サプレッション
チェンバ（S/C）

養生バッグ

注水

事故当初に1～4号機の汚染水を貯めていたフランジ型タンクから、漏えいリスクの
低い溶接型タンクへの切り替えを進めてきました。
2015年5月から当該タンクの解体を開始し、2024年7月までに全334基中333
基の解体が完了しました。残り1基であるEエリアD1タンクは、他タンク解体時の底部
残水を受け入れたため、タンク内に放射性物質濃度が高いスラッジが堆積していたこ
とから、慎重にスラッジの回収を行い、2025年11月に完了しました。その後、タンク内
の洗浄および除染作業を実施し、2026年6月15日に解体が完了しました。
解体作業は放射線管理下での作業かつ狭隘なエリアでの重機作業であり、安全
確保と効率の両立に留意して実施しました。また、被ばく量の低減と二次的な汚染
拡大防止対策を徹底し、段階的に進めてきました。その結果、大きなトラブルを発生
させることなく完了することができました。
Eエリアの解体跡地には、2号機の燃料デブリ取り出し関連施設の建設を計画して
います。

上
部
架
構

ボ
ッ
ク
ス
リ
ン
グ

仮
設
構
台

下
部
架
構

可動屋根

3号機

FHMガーダ（2021/2/28燃料取り出し完了）

取り出し完了燃料（体）

遮へい体

ドーム屋根 燃料取扱機
クレーン

566/566

注水 CRガイドチューブ

CRD交換機
関連設備

＜1号機ガレキ撤去の状況（撮影日：2026年6月22日）＞

＜D1タンク解体後のEエリアの様子
（撮影日：2026年6月15日）＞

（2026/7/2時点）

取り出し完了燃料（体）

14/615

2/9

1号機では、 大型カバー内でガレキ撤去作業を6月22日に開始しました。
なお、1月から実施している作業構台や重機設置計画に伴うオペフロ北側
床面調査では、現時点で床面に有意な損傷は確認されていません。引き
続きガレキ撤去と床面調査を並行して実施していきます。
2号機では、実機の燃料取扱設備および構内用輸送容器（キャスク）、
模擬燃料を用いた遠隔操作を含む作業訓練を5月29日に完了し、
6月2日から燃料取り出しを開始しています。使用済燃料プールには燃料が
615体貯蔵されており、キャスクに燃料を7体収納可能なことから、全89回
の取り出し作業を予定しています。取り出しは、28体貯蔵されている
新燃料から順次取り出しを行う計画としており、 7月2日時点で、2回（新
燃料14体）の取り出しを完了しました。なお、2号機の燃料取り出し作業
は2028年度中に完了する目標です。

燃料ラック

燃料集合体

燃料把握機

現在、ロボットアームを格納しているエンクロージャ内にて各設備の
動作確認を進めています。健全性を確認でき次第、まずはPCV内の
干渉物撤去してアクセスルート構築する作業を開始する予定です。
この作業の着手は、現時点で7月以降の予定です。進捗に応じて
時期を見直す可能性がありますが、安全最優先で作業を進めていき
ます。

運搬容器

ガレキ撤去装置

＜2号機燃料取り出し作業の様子（撮影日：2026年6月2日）＞

マニピュレータ（操作側）

＜動作確認の状況＞
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廃炉・汚染水・処理水対策の概要 ２０２６年７月３０日
廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合/事務局会議

1/9

「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ

使用済燃料プールからの燃料取り出しは、2014年12月22日に4号機が完了し、2021年2月28日に３号機が完了しました。
2026年6月2日より２号機の燃料取り出しを進めています。
2号機燃料デブリの試験的取り出しは、2024年9月10日より着手し、中長期ロードマップにおけるマイルストーンのうち「初号機
の燃料デブリ取り出しの開始」を達成しました。
引き続き、１号機の燃料取り出し、１、３号機燃料デブリ(注１)取り出しの開始に向け順次作業を進めています。

１～６号機 燃料取り出し完了 2031年内

１号機 燃料取り出し開始 2027年度～2028年度

• 建屋滞留水（汚染水）は、まず、セシウム吸着装置（SARRY・KURION）により、セシウムと
ストロンチウムを低減します。その後、多核種除去設備（ALPS）での処理を行い、溶接型タンク
で保管しています。

• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位を低位で安定
的に管理しています。また、建屋屋根の損傷部の補修や構内のフェーシング等により、汚染水発
生量は抑制傾向で、対策前の約540m3/日（2014年5月）から約60m3/日（2025年度。
平均的な降雨(約1、470mm)だったと仮定しても約70m3/日）まで低減し、2025年度は、
「2028年度までに平均的な降雨に対して汚染水発生量を50～70m3/日程度に抑制する」とし
た目標を3年前倒しで達成したことを確認しました。

• 建屋周辺のフェーシングや建屋外壁局所止水等の汚染水発生量抑制対策を継続し、建屋流
入量と2.5m盤からの建屋移送量の更なる抑制に努めていきます。

シナリオ・技術の検討 設備の設計・製作 解体等
原子炉施設の

解体等

汚染水対策 ～３つの取組～

（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進に関する取組
①汚染源を「取り除く」 ②汚染源に水を「近づけない」 ③汚染水を「漏らさない」

（２）滞留水処理の完了に向けた取組

• 建屋滞留水水位を計画的に低下させるため、滞留水移送装置を追設する工事を進めていきます。
• 2020年に1～3号機原子炉建屋、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋を除く建屋内滞留水処理
が完了しました。

• ダストの影響確認を行いながら、滞留水の水位低下を図り、2023年3月に各建屋における目標
水位に到達し、1～3号機原子炉建屋について、「2022～2024年度に、原子炉建屋滞留水を
2020年末の半分程度に低減」を達成しました。

• プロセス主建屋、高温焼却炉建屋の地下階に、震災直後の汚染水対策の一環として設置したゼ
オライト土嚢等について、線量低減策および安定化に向けた取組を進めています。

（３）汚染水対策の安定的な運用に向けた取組

原子炉格納容器内の状況把握/
燃料デブリ取り出し方法の検討 等

燃料デブリ
取り出し

燃料デブリの
保管/搬出

1、3号機

燃料デブリの
取り出し

(注1)事故により溶け落ちた燃料

多核種除去設備等処理水の処分について

ALPS処理水の海洋放出に当たっては、安全に関する基準等
を遵守し、人および周辺環境、農林水産品の安全を確保して
まいります。また、風評影響を最大限抑制するべく、強化したモ
ニタリングの実施、第三者による客観性・透明性の確保、IAEA
による安全性確認などに継続的に取り組むとともに、正確な情
報を透明性高く、発信していきます。

処理水対策

燃料
取り出し

燃料の
保管/搬出

がれき撤去 等
燃料取り出し
設備の設置

3、4号機

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

1号機

＜中長期ロードマップにおけるマイルストーン＞

ALPS処理水の海洋放出の流れ

2号機

2号機
測定・確認用設備（K4タンク）

ALPS

ALPS処理水移送ポンプ

流量計・流量調整弁

海水移送ポンプ

緊急遮断弁

海水配管ヘッダ

海水流量計

ALPS処理水等タンク

基準を満たしたALPS処理水

放水立坑（上流水槽・下流水槽）

揚水井

地下水位

原子炉建屋

水ガラス
地盤改良

浄化処理

溶接型タンク

屋根損傷部補修

海
側
遮
水
壁

地
下
水
ド
レ
ン

陸
側
遮
水
壁

地
下
水
バ
イ
パ
ス

サ
ブ
ド
レ
ン

滞留水

陸
側
遮
水
壁

敷地舗装

タービン建屋

セシウム除去
淡水化

メガフロート
着底

港
湾

赤字：（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進
青字：（２）滞留水処理の完了
緑字：（３）汚染水対策の安定的な運用

更なる
水位低下

開
渠
内

トレンチ

防潮堤

汲み上げ

汲み上げ 汲み上げ

汲み上げ

汲み上げ

サ
ブ
ド
レ
ン

• 津波対策として、建屋開口部の閉止対策を実施し、防潮堤設置工事が完了しました。引き続き、
2.5m盤に設置しているサブドレン他集水設備を33.5m盤に移転する工事を実施していきます。

• 豪雨対策として、土嚢設置による直接的な建屋への流入を抑制するとともに、排水路強化等を
計画的に実施していきます。
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増設雑固体廃棄物焼却設備 施設復旧に向けた進捗状況について

プール燃料取り出しの進捗について

2号機 PCV内部調査・
試験的取り出し作業の状況

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月安定的に推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく、総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）

取組の状況

2号機

注水

西
側
前
室

前室

遮へい体

陸
側
遮
水
壁

2016/3/31
凍結開始

1568/1568
凍結管設置 (本)

2015/11/9
凍結管設置完了

燃料取り出し用
カバー

取り出し完了燃料（体）

1535/1535
（2014/12/22燃料取り出し完了）

4号機

使用済燃料
プール(SFP)

オペレーティングフロア
（オペフロ）

392体

原子炉建屋(R/B) 1号機

原子炉
格納容器
(PCV)

原子炉
圧力容器
(RPV)

燃料デブリ

ペデスタル

サプレッション
チェンバ（S/C）

養生バッグ

注水

上
部
架
構

ボ
ッ
ク
ス
リ
ン
グ

仮
設
構
台

下
部
架
構

可動屋根

3号機

FHMガーダ（2021/2/28燃料取り出し完了）

取り出し完了燃料（体）

遮へい体

ドーム屋根 燃料取扱機
クレーン

566/566

注水 CRガイドチューブ

CRD交換機
関連設備

（2026/7/30時点）

取り出し完了燃料（体）

28/615

2024年2月に発生した、廃棄物貯留ピットにおけるチッ
プの発酵・発熱に伴う水蒸気・ガス発生及び火報発報に
より、現在運転停止しています。
2026年3月から実施していた水蒸気・ガス発生事案の
再発防止対策工事は、7月24日に完了しました。
また、長期間運転を停止していたことから、主要機器の
健全性確認のため、焼却炉本体及び各機器の点検を現
在実施中です。
焼却運転は 8月に再開する予定であり、焼却経験のあ
る伐採木を用いて、定格焼却量の5割程度の量で焼却を
開始する予定です。設備の健全性や運用手順を確認し
ながら慎重に運転を進めていきます。

2/9

1号機では、 大型カバー内でガレキ撤去作業を継続して実施しています。可動屋根外
部と換気設備の出入り口にダストモニタを設置しており、ガレキ撤去中のダスト濃度を監視
しています。現時点で有意な変化は確認されていません。
2号機では、より安定した冷却・貯蔵が可能な共用プールに搬出するため、使用済燃料
プールからの燃料取り出し作業を6月より開始しています。燃料は615体（使用済587体
、新燃料28体）貯蔵されており、7月30日時点で、新燃料28体の取り出しを完了しま
した。使用済燃料は8月上旬より取り出しを開始する予定です。
一方、共用プールの空き容量は作業開始前時点で約380体となっており、今後取り出
した燃料の受け入れに必要な容量を確保するため、共用プールに貯蔵中の使用済燃料を
乾式キャスクに収納し、高台の乾式キャスク仮保管設備へ移送する作業を10月より実施
する予定です。
2号機燃料取り出し作業は、設備の点検や共用プールの空き容量確保作業を挟みなが
ら2028年度中に完了する目標で、引き続き安全最優先で作業を進めていきます。

運搬容器
（ベッセル

）

ガレキ撤
去装置

ガレキ撤去装置

＜１号機オペフロ上でのガレキ撤去作業の様子
（撮影日：2026年7月16日）＞

クレーン
燃料取扱機

ジブクレーン

走行台車

＜2号機燃料取り出し用構台内燃料取扱設備全景＞

ピット仕切り壁

＜再発防止対策を実施した様子＞

ロボットアームを格納しているエンクロージャ内
にて各設備の動作確認を進めていたところ、
アームの姿勢を維持するために施される軸駆動
装置モータの位置保持機構の固定が解除でき
ないことを確認しました。
原因調査の結果、電気系に問題がないこと
から機械系の原因と推定しています。
当該モータの交換が必要と判断したことから、
当該モータの交換に向けた検討を実施中です。
PCV内部調査・試験的取り出し作業の着手
時期については、今後精査していきます。 4



主な取組の配置図

3/9

提供：日本スペースイメージング（株）2025.11.10撮影
Product(C)[2025] Vantor.

６
号

５
号

MP-2

MP-4

MP-6

MP-3

MP-5

MP-8

凍土方式による
陸側遮水壁

海側遮水壁

地下水バイパス
地
下
水
の
流
れ

MP-1

廃棄物処理・貯蔵設備
貯蔵庫設置予定エリア

廃棄物貯蔵庫
設置エリア

１
号

２
号

３
号

４
号サブドレン

敷地境界

増設雑固体廃棄物焼却設備

雑固体廃棄物焼却設備

高温焼却炉建屋

プロセス主建屋

タンク設置エリア

地盤改良

プール燃料取り出しの進捗について 2号機 PCV内部調査・試験的取り出し作業の状況

増設雑固体廃棄物焼却設備 施設復旧に向けた進捗状況について

MP-7
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